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一 看護学実習 に おける教員 の教授活動
一 学生と患者と の相互行為場面にお ける教員行動に焦点を当て て -
小 川 妙 子 ( 前千葉大学大学院看護学研究科)
舟 島 なをみ ( 千葉大学看護学部)
本研究 は, 看護学実習 に お け る教員行動 の 看護教育学的な説明概念を創出し, 看護学実習 におけ る教授活動 の 特徴を明 ら
か に す る こ とを目的 とす る｡ 研究方法は, 看護 教育学概念開発方法論 (M eD N E C) を用 い , 教員 と学生, 患者 と の 三 者 の
相互行為場面 に焦点 を当て , 実 習目標達成 とい う 視点か ら持続比較分析 し た｡ そ の 結果, 7 つ の コ ア カ テ ゴ リ, すな わ ち教
員行動の 説明概念 を創出 した｡ こ れ らは, 【Ⅰ . 実習目標達成 の た め の 実習環境包括的理解 に基 づく学生指導 と評価】【Ⅱ.
看 護の 質保証 に向 け た学生 の 受 け持ち患者 に対す る看護実践】【Ⅲ. 教員役割達成 に向け た視座 と指導方法 の 転換】【Ⅳ . 実
習目標達成の ため の 学習継続 に向け た学生 へ の 支援】【Ⅴ . 看護現象活用 に よ る看護 の 本質理解 の 強化】【Ⅵ . 実 習展開円滑
化 に向 けた 環境 の 調整】【Ⅶ . 学生 の 指 導受 け入れ不十分 に よ る戸惑 い と不本意 な相互行為】 で あ っ た｡ ま た こ れ ら は, 敬
員 の 教授活動が , 実習 を展開す る場 へ の 理解 と融合, 学生 の 受 け持 ち患者 へ の 権利保障 の た め の 看護実践 に支 えられて い る
こ とを示 した ｡ ま た, 教員 に よ る看護 の 本質 理解の 促進 は, 看護現象活用 に よ る教材化 と い う教授活動 に よ り実現す る こ と
を示 した ｡
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わが国の看護婦 (士) 養成教育に おける高等教育化 は
急速に進展 し つ つ あ る｡ 質 の高 い看護を提供しうる看護
職の育成 は, 看護婦 (士) 養成教育の高等教育化の重要
な目的の 一 つ で あ る｡ こ の 目的の達成を目指し, 看護系
大学 ･ 短期大学の教員が看護学実習に お い て質 の高 い教
授活動を展開するため に活用可能な研究成果の産出は最
重要課題で ある｡
看護学実習は, 学生が看護実践能力を修得する目的を
も つ , 看護学教育に お い て不可欠な授業で あり, 実習 に
お ける看護の対象の存在 は, 講義や演習と いう授業とは
異なる特徴で ある｡ 従 っ て , 看護学実習にお ける教授活
動の 質を高める に は, 教員と学生 , 患者と の 三者の 相互
行為場面に焦点を当て て , 教員 の 行動を看護教育学的視
点か ら説明する概念を明らか に する必要がある ｡
こ の ような前提に立ち, 本研究 は看護学実習にお ける
教員行動を説明する概念を創出し, 教授活動の 特徴を明
らか にする ことを試みる｡
Ⅱ
. 研究目的
看護学実習にお ける教員行動を説明する概念を創出す
る こと に より , 看護学実習にお ける教授活動の特徴を明
らか に する ｡
Ⅲ. 用語の 定義
l
. 授業 (tea ching - lea rni g pr ocess)
授業と は, ｢教育の 目標に 向か っ て , 相対的に 独立 し
た学習主体と して の学生の 活動と , 教授主体と して の教
員の活動とが, 教材を媒介 に して 相互に 知的対決を展開
する過程｣1) で あ る｡
2. 看護学実習 (n ursing clinic al practic u m)
看護学実習とは, 学生が既習の知識 ･ 技術をもと に ,
看護 の対象となる ク ライ エ ン ト と相互行為を重ねて いく
中で , 知覚, コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を通し, ク ライ エ ン ト
が呈示する現象を教材とし て , 目標達成を目指す過程の
中で 看護実践に必要な能力を修得する授業 2) で ある ｡
3. 教具 (fac u一ty)
教員とは, 看護学実習とい う授業に お い て教授活動を
展開する教授主体で あり , 看護学実習に お い て学生の学
習活動を支援する学校に所属する教員で ある｡
4 . 教員行動 (fa c山ty
'
s beha vior)
教員行動とは, 教員が学生や患者との相互行為の過程
受理 : 平成10年 6月15 日 Ac c epted : Ju n. 15. 1998
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に お い て ｢ 自己の解釈に の っ と っ て 行う観察可能な言語
的, 非言語的ふ るま い｣3)で あ り, 外部か ら観察可能な
もの で ある｡
5
. 教授活動 (tea ching activity)
教授活動と は, 授業の 目標達成に向け て , 教員が教材
を媒介と して , 学生の 一 定 の知識や技術の習得を目指す
過程で ある ｡
Ⅳ
. 研究方法
太 研穿: は. 宏 観 的 に 観 察 可 能 な状 況 を 研 究対 象と
し, 看護学独自の 視点を反映した概念を創出する ことが
可 能 な 看 護教 育学 概念 開 発方 法論 (M ethodolog y
fo r Dev elopl ng Nu r sl ng Edu c atio n al Co n c epts:
MeDNEC)4) を用 い た｡
1
.
デ ー タ 収集 の実際 :首都圏に ある 2 つ の病院の 急性
期 ･ 慢性期病棟に おける看護学実習を参加観察 (非参加
型) した｡ 研修及び予備観察期間は1996年2月20日か ら
7月10日 の内 の16 日間で あ っ た ｡ デ ー タ収集期間は,
1996年7月15日か ら1997年8月26 日の約13カ月 の 内の 2 1日
間 で あ っ た｡
2
. 対象場面の選定と倫理的配慮 :対象場面 は, 研究 に
同意した看護系短期大学に お ける成人看護学実習を担当
する教員5名と学生9名と学生の受 け持ち患者9名に よ
り展開された67の相互行為場面で ある ｡ 対象者 へ の研究
協力の依頼と同意 は同意書 へ の 署名に より得た｡
3. 現象 の デ ー タ 化 : フ ィ ー ル ドノ ー ト に 記載した観察
内容を M eD N E Cに則 り､ 観察 フ ォ ー ム 1 ( 場面の 概
要) に記載 し, 相互行為の性質の差異が最大で あると判
断した場面 の現象か ら観察 フ ォ ー ム 2 (患者プ ロ フ ィ ー
ル) と観察 フ ォ ー ム 3 (プ ロ セ ス レ コ ー ド) に記載した｡
4 . デ ー タ分析 : コ ー ド化 は, 観察 フ ォ ー ム 3 の 教員の
行動を分析 フ ォ ー ム (表1) の初期 コ ー ド及び､ 一 般的
な人間行動とし て教員行動 コ ー ド - の 記載と ､ さ ら に こ
の コ ー ド に ｢実習目標達成｣ とい う持続比較の ため の問
い をかけ, 教員行動一実習目標達成対応 コ ー ド と し て命
表1 分析フ ォ ー ム
[ 教員TO]
観奏者面NO. :
T○S △P ロー
年′月′日 : 看護串面 :
初期 コ ー ド 教員行動
教員行動 -
実習 目標達成 根 拠
コ.- ド 対応 コ ー ド
名する こと に より行 っ た｡ カ テ ゴ リ化は, 教員行動一実
習目標達成対応 コ ー ド に持続比較の ため の 問 い をか け,
そ の類似性, 相違性 に より分離 ･ 統合 し, サ ブカ テ ゴ リ,
カ テ ゴ リ - と抽象化 し, 命名する こと に より行 っ た｡
5
. 本研究の信用性 : 研究の信用性は, デ ー タ 及び分析
結果の公開と, 研究技法を熟知した研究者に よる ス ー パ ー
ビ ジ ョ ン に よ り確保 した｡
Ⅴ . 結 果
数呂と学生, 患者と の三者の相互行為場面における コ ー
ド化 より得られた511 の教員行動 は, 81 サブ カ テ ゴ リ を
形成し, こ れ ら は25カ テ ゴ リを形成し, さ ら に 7 コ ア カ
テ ゴ リ, すなわち教員行動を説明する概念を創出した｡
(表2) 以下 コ ア カ テ ゴ リ は 【 】 に より示す｡
1
. 【実習員標達成の ため の 実習環境包括的理解 に革づ
く学生指導と評価】
こ の概念 は, 教員が実習目標達成を目指 し, 実習 に関
わる多様な側面を包括的に理解し, そ れ ら に基 づ き学生
を指導 ･ 評価すると いう実習に おける中核的な教授行動
を説明する｡ 実習 に関わ る多様な側面と は, 学生 の受け
持ち患者の状態, 学生の 学習進行状況やJL､理状況, 実習
を展開する場 に存在する医療 ス タ ッ フ や物品等を含む｡
こ れ ら の側面の 理解を前提に , 教員 は学生が問題を自覚
し修正 へ と向かう よう方向づ け, 学生の対応不可能な部
分 に補完 ･ 演示を行い , 専門的立場か ら の視点と学習課
題を提示すると い っ た指導を展開して い た｡ さ ら に教員
は, 学生 の患者理解が深まる よう既習知識の活用や統合
する方法を指導して い た｡ こ の ような過程を通し, 教員
は学生が学習課題を達成 したと判断した時, 賞賛と支持
とい う評価に 関わる行動を示した｡
2
. 【看護の質保証 に向けた学生の 受 け持 ち患者 に対す
る看護実践】
こ の概念は, 教員が学生から看護を受ける患者に対し
て , 看護 の 質を 一 定 に保 つ ため に学生の対応不可能部分
を補足 し, 補完すると い っ た教員自身の 看護実践を説明
する｡ 教員は学生の受け持ち患者に つ い て , 直接もしく
は間接的方法に より情報収集 し, 問題を発見し, そ の 問
題解決を目指し生活 ･ 症状緩和 へ の 援助, 残存機能 へ の
刺激, 治療推進に向けた指導, ｣L､理的な支援などを展開
して い た｡ ま た教員は学生の看護展開が停滞せ ず効率よ
く進む よう, 学生 に協力 し支援すると いう行動を示した｡
3. 【教員役割達成に向けた視座と指導方法の転換】
こ の概念は, 教員がそ の 看護現象が生じて い る文脈の
中で , 必要 に応じ視点や立場, 指導を変えながら, 自己
の役割達成を目指すとい う , 複雑な環境下に おける授業
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表 2 看護学実習にお ける教具行動の説明概念
力 テ- ゴ リ コ ア カ テ ゴ リ
1 . 実 習 環境 ヘ の 頼通 に基づく学生 . 医師行動 の 包括的理解
Ⅰ , 実 習 日額 速成の ため の実 菅環 境2 . 学 生 の 看護 展開状況 の 観察 . 査定
3
. 学 生 判断査定の た め の 実習記 録 . 書 謙展開観察と患者理解 包括的理 解 に基 づく学生指事と評価
4 . 学 生 の 受 け 持ち患者理解 に 基づく学生 へ の 個別的看護展開
へ の 示 唆
5 . 学 生 の ‡鼓展開上 の 隅頚探索と先見 に よる同港部分 の 自生
･ ♯ 正 ヘ の 諌専
6 . 学 生 の 看 護 展 開 上 の 閉蔑 発見 による同 席 部分 へ の ♯ 正 .
補完 . 洗 示 . 学 習 課長 の 塩 示
7 . 既 菅 知誰活用と統合 による学 生の 卓別的点者理解 の深 化
8 . 学 習課題達成 の把握 に よる井賛 . 支 持
9 . 学 生 の 受け捧ち患者理解 の た め の 情報収集
1 0
. 学 生 の 受 け 持ち患者 の 同港発見と対応
Ⅱ . 看 護 の 耳保証 に向 けた学生 のl l. 学 生 へ の 協 力 . 支 援 に よるせ 別約手課長開 の 効率 化
12. 実 習 日揮 達成. 患 者 の 安全 . 安全ヰ保 の た め の 患者 . 学 生 受 け持ち患者 に対す る看護実践
･ 医 師 へ の 開■bの 移行
1 3. 病 棟 兼務 円 ,Y 化に 向 けた学 生緒書 か ら書証農珊 ヘ の 関 心 の
移行 EL. 敦 且役割 速成 に向 けた
14. 治 療停滞防 止 の た め の 医師 か ら学生 へ の 脚心 の移行 視座 と指専方法 の 転換
15. 実 習E) 樺達 成へ の 知事化 に 向 け た 相手方法 の転換
1 6. 学 生 の 指専 受 け 入 れ状態 に伴 う拍手 の 転換
1 7. 学 生 の 実現捷和 . 学 菅意欲qL 起に よる学習姓続 へ の 支 援 Ⅳ , 実 習 日8 達成の ため の 学菅推続に
18, 患 者 . 医療 ス タ ッ フ か ら の 学 生像謙 に よる外4体牧 の 回丑 向 け た 学 生 へ の 支珠
1 9. 寺 社の 木 耳, 原 理 . 原AIJ理解強化 に 向 け た学生 の 具体的I
Ⅴ . 書巻現象 活用 に よる護展隅状況活用
20. 看 護 の 木 耳 理解強化 に 向けた実習環境 に 存在す る点者状況 考課 の本 真理解 の 強化
請.用
21, 学 生 の f謙JE 開, 学 生指考 の 円,Y 化に 向けた指事空間 の 確
Ⅵ . 実習 展開 円汁化 に 向けた保と維持
22. 学 生 の 受 け 持 ち点者 . 医師 との 相 互 行為 の 円 汁化 に よる実 耳境d )詞 菱
管長開促進
23. 実 習 環境 へ の 頼通 に基 づく人 的 . 物的 環境と の 肘わり に よ
る実習展 開の 円升化
24. 学 生 の措寺受 け入れ 不十分I=よる戸惑 い Ⅶ . 学 生 の 指事受け入れ不十分 に よる
25. 学 生の 指専受 け入れ 不十分 に よる 不本意な相 互 行為 戸惑 い と 不 本意な相 互 行為
に必要不可欠な教員の 行動を説明する｡ 教員が達成を目
指した役割と は, 学生の 実習目標を効率よく達成する こ
と, 学生 の受け持ち患者の 安全 ･ 安楽 の確保, 学生 の実
習に よる病棟業務 ･ 治療の 停滞の防止, 学生が 円滑に指
導を受け入れられるよう調整するこ と であ っ た｡ 教員は,
こ れ ら多様な役割を達成する ため に , 必要 に応じ て患者
か ら学生, 学生から医師, ま た学生指導か ら病棟業務 へ
と関心を移行し, 必要 に 応じて 指導方法を転換しなが ら
役割の達成を目指 して い た ｡
4
. 【実習目標達成の ため の学習継続に向けた学生 へ の
支援】
こ の概念は, 教員が様々 な原因に より つ らさ , 困難さ
を感じる学生に対し て , そ れ らを乗り越え , 実習を継続
して い けるよう学生を支援すると いう行動を説明する｡
教員が行 っ た学習継続に 向けた学生 へ の 支援と は, 学生
の 緊張の緩和, 学生 の学習意欲の 喚起, 学生 の否定的自
己評価 へ の対応, 医療 ス タ ッ フ や患者の言動か らの学生
の 保護で あ っ た｡ 教員は これら の支援を通 し学生の外傷
体験を回避し, 学習活動継続 へ と導き実習目標達成を目
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指して い た ｡
5 . 【看護現象活用による看護の本質理解の 強化】
こ の 概念は, 教員が実習にお い て 生じる具体的な看護
現象を用い て , 看護学に存在する普遍的か つ 重要な要素
に 関する学生の理解を促進すると いう行動を説明する｡
教員が理解を強化 した看護の本質と は, 科学的基盤に立
脚した看護実践や対象理解の重要性, 看護実践 へ の個別
性反映の必要性で あ っ た｡ 教員 は, 学生が看護の本質,
原理 ･ 原則を確実に 理解で きるよう看護現象を活用して
い た｡
6. 【実習展開円滑化に向けた環境の 調整】
こ の概念は, 教員が看護実践の場に お ける授業を円滑
に展開するため に , 人的 ･ 物的環境を整えると い う行動
を説明する｡ 教員 の行う環境の調整と は, 看護 の対象を
主軸とする文脈に おける指導の ため の空間の確保と維持,
教員自身の患者, 医療 ス タ ッ フ と の 円滑な相互行為, 学
生 の使用する物品の調整 ･ 調達, 学生と医療 ス タ ッ フ 間
の関わり の推進で あ っ た｡ 教員は, こ れ ら の環境の調整
を行うこと に よ っ て , 学生 の看護展開と指導展開および
実習展開を円滑に進めると い う行動を示して い た｡
7
. 【学生の 指導受け入れ不十分によ る戸惑い と不本意
な相互行為】
こ の概念 は, 教員が指導を十分受け入れ る ことが で き
な い学生の反応に対処で きず, 本来 こ うある べ き で はな
い と思い っ つ も適切な対応がで き な い と い う行動を説明
する｡ 教員 の示 した不本意な相互行為とは, 学生 の不十
分な指導受け入れ状況に戸惑うこと , 学生 へ の提案を取
り下げる こと, 患者 の 面前で 対応が不可能なため意図に
反した対応をする こと で あ っ た｡ 教員は, 学生が指導を
十分に受け入れ て い な い と判断して も, 適切 に対応で き
な い とき, 不本意な状態で 実習を進行することがあ っ た｡
Ⅵ . 考 察
【実習目標達成の ため の 実習環境包括的理解に基づく
学生指導と評価】 とい う概念は, 教員が学生の受け持ち
患者の状態, 学生の 学習進行状況や心理状況, 実習展開
の場 に存在する医療 ス タ ッ フ や物品と い う3 つ の側面の
理解を前提に 実習指導を展開して い る こ とを示した｡ 看
護学実習に お ける授業構造に関する研究5) は, 家庭訪問
実習 にお い て 教員が ｢ 学生の 看護展開状況｣ と ｢看護の
対象の呈示する現象｣ を把握して い る こ とを示した｡ こ
れ は, 本研究結果と合致して お り, 学生 の受け持ち患者
の状態, 学生の 学習進行状況や心理状況が , 実習 の場 の
相違 を問わず, 実習目標達成に向けた学生指導の ため に
理解を必要とする側面で ある ことを示す｡ こ れ らに加え,
教員が実習の場に存在する医療 ス タ ッ フ や物品に つ い て
理解し て い ると い う結果は, 病院が看護の対象となる人々
の生活の場で あると同時に 医療を受ける場で あり, 医療
活動に従事する人々 が異なる立場と方法に より対象に関
わ っ て い る こ と に起因する｡ 教員 は, 実習目標達成と い
う立場から医療活動に従事する人々 と共 に看護の対象に
関わ っ て おり, 教員が医療 ス タ ッ フ や物品に つ い て意図
的に 理解する こと ば必然で ある ｡ すなわ ち, 教員 の実習
環境の 包括的理解 は, 実習目標達成の ため の指導と評価
とい う教授活動を支え る行動で ある｡
【看護の 質保証に向けた学生の受け持ち患者に対する
看護実践】 と いう概念は, 教員が学生の受け持ち患者の
情報収集, 問題の 発見を前提とした生活 ･ 症状緩和 へ の
援助, 残存機能 へ の刺激, 治療推進に 向けた指導, 心理
的支援と い っ た教員自身の看護実践を展開して い る こと
を明らか に した｡ 看護婦 (士) 行動に関する研究 6) は,
生活 の援助場面に お い て看護婦 (士) が 【問題解決 ･ 回
避 の ため の患者生活 ･ 治療行動代行, 症状緩和 , 生活機
能維持 ･ 促進とそ の個別化】【情報の 組織化と活用に よ
る問題の 探索と発見】【問題解決に 向け た相互 行為 の 円
滑化】【問題克服に向けた心理的支援】【問題解決 へ の 自
己評価に よる価値意識の変動】 と い う概念で説明される
行動を示すこ とを明らか に した ｡ こ れ ら 5 つ の概念の 内
【問題解決 ･ 回避 の ため の患者生活 ･ 治療行動代行, 症
状緩和, 生活機能維持 ･ 促進とそ の 個別化】【問題克服
に 向けたjL､理的支援】【情報の組織化と活用 に よる問題
の探索と発見】 とい う看護実践の 中核的な3 つ の概念は,
本研究結果にお ける教員の看護の 質保証に向けた看護実
践と合致する ｡ こ れ は教員が教授活動を展開しながら看
護婦 (士)と は ぼ同質の看護実践を行 っ て い る こ とを示
す｡
ま た , 看護学実習に おける患者行動に関する研究 7) は,
患者が学生の 未熟な看護実践に対 して 健康状況の 許容範
囲内で 自己対処し耐忍して い る ことを示 した ｡ こ れ は,
看護 の 初学者で ある学生の実践が, 看護 の対象に負の影
響を及ぼす可能性を意味する｡ 患者 は, 納得 で きる サ -
ビ ス を受 ける権利をもっ ｡ そ の ため, 学生 の学習活動に
責任を持 っ 教員が , 患者 へ の負 の影響を回避 し, 同時 に
学生の欠如部分を補完し看護の質を保証する こと ば, 磨
者 の権利保障に関わ る｡ 従 っ て教員は, 実習目標達成に
加え, 学生 の 受け持ちとなる看護の対象の権利保障とい
う2 つ の観点か ら実習に関わ る ことが必要で あり , こ れ
ら は実習に お ける教員の教授活動に付随する特徴である｡
【教員役割達成に向けた視座と指導方法の 転換】 とい
う概念は, 教員が学生の実習目標達成とそ の 効率化, 学
生の 受け持ち患者の安全 ･ 安楽 の 確保, 学生 の実習に よ
る病棟業務 ･ 治療停滞の 防止, 学生 の円滑な指導受け入
れの 調整とい う4 つ の役割を遂行して い る ことを明らか
に した｡ 役割とは, 社会や集団か ら地位に対応して期待
され る行動様式で あり, ｢行為者自身も そ の 行動様式を
認識し, 評価し, 解釈 しなが ら行為を通じて それを実現
し｣8)獲得する｡ こ れ は本研究が示す4 つ の 役割が , 莱
習 の展開される社会やそ の 構成員の教員に対する役割期
待と教員の判断の結果と して 抽出された ことを示す｡ 4
つ の役割の 内 ｢学生の 受け持ち患者の安全 ･ 安楽の確保｣
｢学生の実習に よる病棟業務 ･ 治療停滞の 防止｣ は , 他
領域の実習に は存在しな い看護学実習指導に携わる教員
に固有の役割で ある ｡ そ れは, 看護学実習の対象が正常
を逸脱 した健康 レ ベ ル に あ り, 基本的な生活維持を他者
に依存する状況におかれ る ことが多く, こ の ような人々
が疾病治療や支援を受ける生活の場に お い て実習が展開
される こと に より生じる役割で ある こと に起因する ｡ さ
ら に依存状態や治療過程に ある人々 の生活 は変化 しやす
く , 直接的に援助者の影響を受 けやすい ため , 教員は変
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化する対象の 状態を把握し, 状況 に応 じた対応を求めら
れる｡ ま た教員は, 患者から学生, 学生か ら医師 へ , 実
習指導か ら病棟業務 へ と常 に視座を転換し つ つ , 同時 に
指導方法も転換しなが ら4 つ の役割達成を試みて い る こ
とを示した ｡ すなわち, 教員 は自己の役割達成に向け て,
刻 々 と変化する対象の状況を把握 し, 状況 に応じた柔軟
な対応を求められ るため, 実習の 展開される ｢そ の場｣
に 存在するこ とが必然で ある｡
【実習目標達成の ため の学習継続に向けた学生 へ の支
援】 と い う概念は, 教員が学生の 緊張緩和, 学生 の学習
意欲の 喚起, 学生 の否定的な自己評価 へ の 対応, 医療 ス
タ ッ フ や 患者から の学生の保護と いう学習継続に向けた
学生 へ の 支援を行 っ て い る こ とを明らか に した｡ 実習 に
お ける学生の実態に関する研究 9) は, 学生が ｢患者, 家
族, 看護婦 (士), 実習指導者, 教員と の 人間関係｣ に
戸惑 っ て い る状況を示した｡ ま た看護学実習にお ける学
生の 悩み に関する研究10) は, 学生が ｢患者の 状態悪化｣
や患者の ｢否定的言葉｣に対 して 危機を体験して い る こ
とを明らか に した｡ こ れ ら は, 実習 にお い て 学生が講義
や演習で は遭遇しな い他者と の 関係を通して , 特異な心
理状況におか れる可能性がある ことを意味する｡ ま た学
生の 多く は青年期に あり, 自己の 同 一 性の 形成と い う発
達課題を持ち, 自分自身に関心を向ける｡ その ため学生
に と っ て看護の対象となる人の 理解を必要とする実習は,
発達課題の達成と学習課題の 達成と い う相反す る方向性
をもっ 矛盾の 中で進行する｡ 従 っ て 実習は多く の 学生に
と っ て 困難を伴うも の で あり, 学習継続の 危機と遭遇す
る可能性をはらむ｡ 看護学生の 意識調査11) は , ｢学校 を
やめ ようと思 っ た｣ 学生が, ｢実習で落ち込んだ｣｢実習
先の 看護職が嫌だ っ た｣ を理由に 挙げた ことを明らか に
した ｡ 従 っ て , 学内の講義や演習に もま して 教員が学生
の 学習継続を支援する必要性があり, 教員 の学習継続に
向けた学生 へ の支援は, 実習 に おける教授活動の 特徴の
1 つ で あ る｡
【看護現象活用に よる看護の本質理解の 強化】 とい う
概念は, 教員が実習に お い て生じる具体的な看護現象を
用い て , 看護学に存在する普遍的か つ重要な要素に 関す
る学生の 理解を促進すると い う行動を説明する｡ 看護学
実習に お ける カ ン フ ァ レ ン ス に 関する研究1 2) は, 教員が
カ ン フ ァ レ ン ス に お い て ｢看護現象から の原理原則の発
見｣｢理論理解の定着化｣｢看護現象 へ の 理論適用｣ を目
指した教授活動を展開して い る ことを明らか に した｡ 本
研究は, 教員が看護の 本質や原理原則を理解するため の
教授活動をカ ン フ ァ レ ン ス の み ならず, 実習 の展開する
｢そ の場｣ に お い て も行 っ て い る こ とを示す｡ 現象と は,
58 千葉看会誌 V O L. 4 No.1 1998. 6
観察されうる事実で あり, 本質の外面に現れ た姿13) で あ
り､ 実習 に お い て学生と教員が観察する事実は多種多様
で ある｡ 従 っ て , 看護 の本質や原理原則の 理解を推進す
るため に は, 多種多様な現象の 中か ら本質と相関的な関
係が ある現象を選択し, 本質や原理原則理解に向け再構
成する必要がある｡ こ れ は, 看護現象活用に よる看護の
本質理解の強化とい う概念が , 多種多様な現象の 中から
看護の本質や原理原則の学習の ため に 最も効果的な現象
を選択し, そ れを再構成する , すなわち現象の教材化と
い う教授活動を教員が行 っ て い る こ とを示す｡ こ れ ま で
看護学実習に おける現象の 教材化とい う教授活動に焦点
を当て た研究は存在せず, 冥習にお い て 教員が どの よう
に現象を選択し再構成するの かを明らか にする こと は,
重要な課題で ある｡
【実習展開円滑化に 向けた環境の 調整】 という概念は,
教員が看護実践の場に お ける授業を円滑に展開するため
に , ｢指導の ため の 空間の確保と維持｣ ｢教員自身の患者,
医療 ス タ ッ フ と の 円滑な相互行為｣ ｢ 学生の 使用する物
品の調整 ･ 調達｣ ｢ 学生と医療 ス タ ッ フ 間 の 関わり の推
進｣ とい う4側面に つ い て 環境調整して い る ことを示し
た｡ 看護学実習の指導方法に関する文献14) は, 教員が実
習開始前に行う ス タ ッ フ ヘ の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン や受け
持ち患者の選択, 実習施設 へ の 教育方針伝達が実習の環
境調整とし て必要で ある ことを示して い る ｡ 本研究は,
教員が実習開始前の みな らず指導過程に お い て も実習展
開円滑化に 向けた環境の調整を行 っ て い る こ とを示して
い る｡ 第1側面の ｢指導の ため の空間の確保と維持｣ は,
看護 の対象の疾病治療を伴う生活の場に お い て 実習が展
開され るため, 教員が そ の文脈に融合 した指導の ため の
場を作り維持する と い う環境調整を示す｡ 第2側面の
｢教員自身の患者, 医療 ス タ ッ フ と の 円滑な相互行為｣
は, 実習が展開され る場に おける多様な職種の人々 とそ
の 文脈に融合した円滑な関係形成と維持とい う環境調整
を示す｡ 第3側面の ｢学生の使用する物品の調整 ･ 調達｣
は, 実習が看護の 対象 へ の多種多様な物品と方法に よる
支援の 場にお い て 展開され るため, 教員がそ の文脈に融
合して 物品を調達し, 工夫し て使用すると い う環境調整
を示す ｡ 第4側面の ｢ 学生と医療スタ ッ フ 間の関わり の
推進｣ は, 実習が多様な職種の人々 が働く場に お い て 展
開されるため, 教員が学生とそれ らの 人 々 と の遊離しな
い 関係形成を推進すると いう環境調整を示す｡ すなわち
教員は実習開始前はもと より指導過程にお い て も環境を
調整 して おり, こ の環境の 調整は実習と い う教育活動と
実習が展開される場の活動との人的 ･ 物的融合を目指し
た実習円滑化に不可欠な教授活動で ある｡
【学生の指導受け入れ不十分に よる戸惑いと不本意な
相互行為】 とい う概念は, 教員が学生の 不十分な指導受
け入れ に戸惑い , 学生 へ の提案を取り下げたり, 患者 の
面前で対応不可能なため意図に反 した対応をすると い っ
た不本意な相互行為に より実習を進行する ことが ある こ
とを示した｡ 実習指導者の意識 に関する研究15) は, 実習
指導者が指導受け入れの不十分な学生の実践が変化しな
い こ と に対し て ｢腹立ち｣ ｢落胆｣ ｢戸惑い｣ など の否定
的感情をも っ こ とを示 し, 本研究結果と合致して い た｡
こ れ は r 学年の 指導晋 け入れ二木十分に よる戸惑い と不本
意な相互行為】 が本研究の対象場面に特定な行動で はな
く , 実習 に おける教員 に共通する行動で ある ことを示唆
する｡ ま た, 看護学実習 に お ける患者行動 に 関する研
究1 6) は, 患者が教員や実習指導者の学生指導を観察し ,
教授活動を容認して い る こ とを示した｡ こ れ は, 患者 の
面前に おける教員と学生の 相互行為が患者に影響を及ぼ
す可能性を示す｡ そ の ため教員は, 学生が指導を十分受
け入れて い な いと判断して も, そ の事態が患者の面前で
生 じたとき , 不本意な相互行為を展開せざるを得な い状
況に 陥る可能性が ある｡ すなわち, 学生 の指導受け入れ
不十分 に よる戸惑い と不本意な相互行為は, 看護学実習
が患者の 面前で展開され る こ と に より生じた特徴ある教
授行動で あ る｡
Ⅶ
. 結 論
1 . 看護学実習に お い て教員は 【実習目標達成の た めの
実習環境包括的理解に基づ く学生指導と評価】【看護
の質保証に 向けた学生の受 け持ち患者に対する看護実
践】【教員役割達成に向けた視座と指導方法の 転換】
【実習目標達成の ため の 学習継続に向けた学生 へ の支
援】【看護現象活用に よる看護の本質理解の 強化】【実
習展開円滑化に向けた環境の調整】【学生の 指導受け
入れ不十分に よる戸惑い と不本意な相互行為】 とい う
7 つ の 概念に より説明される行動を示した｡
2 . 教員の 実習環境の包括的理解は, 実習目標達成の た
め の指導と評価とい う教授活動を支える行動で ある ｡
3. 教員 の学生の受け持ち患者 へ の看護実践 は, 実習目
標達成に 向けた学生指導ととも に , 患者 の 権利保障と
い う観点か ら臨床看護婦 (士)と同等の 看護実践で あ
り, 教授活動に付随すると い う特徴をも っ ｡
4. 教員は役割達成に 向け て , 変化 し続ける対象の状況
の把握と状況 へ の柔軟な対応を求め られる ため, 常 に
実習の展開される ｢そ の場｣ に存在することが必然で
ある｡
5. 教員 は実習にお い て 学内の授業に もま し て学生の学
習継続を支援する必要があり , 学生 の不必要な緊張の
緩和, 学習意欲の喚起, 医療 ス タ ッ フ の言動の正確な
意味の 提示とい う教授活動 は, 実習と い う授業に特徴
的な教授活動で ある｡
6
. 教員 は多様な現象の 中か ら看護の 本質や原理 ･ 原則
を学習するため に効果的な現象を選択し, そ れを再構
成すると い う現象の教材化を示す教授活動を行 っ て い
る｡
7
. 教員は実習開始前の みならず指導過程に お い て も実
習環境 を調整して おり, こ れ は実習と い う教育活動と .
実習が展開され る場の活動との人的 ･ 物的融合を目指
す実習展開の円滑化に必要不可欠な教授活動で ある｡
8
. 教員は学生の不十分な指導受 け入れが患者の面前で
生じた時, 不本意な相互行為を展開せ ざるを得ず, こ
れ は実習に おける教授活動に付随する特徴的な行動で
ある｡
9
. 今後 の課題は, 看護学実習に お い て 教員が ど の よう
に現象を選択し再構成するの かと い う ｢現象の教材化｣
を説明する概念を明らか に する こと で ある｡
(本論文は博士学位論文の 一 部 で あ る｡)
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FA C UL T Y
'
S T E A C HIN G A CTIVI TIE S IN N U R SING CLIIC AL PR A C TIC U M:
F A C UL T Y
'
S BE H A VIO R S O N IN T ER A C TIO NBE T W E EN N U R SIN G ST U D E N T A N DPA TIENT
Ta eko Oga w a
*
, Na o mi Fu n a shim a
事 *
*
E X-do cto r al Co u r s e, Gr adu ate Scho ol of Nu r sing, C hiba ロniv e r slty
‥
Depa rtm e nt of Nu r sing E du c atio n, Scho ol of Nursl ng, C hiba Univ e r sity
K EY W O RDS:
nursl ng Clinicalpr a ctic u m, te a ching a ctivity, fa c ulty
'
s behavior, inte r a ctio n
The pu rpo s e ･of this study w as to cla rify the chara cteristics of fac ulty
'
s te acl ng a ctivities in
n u r sl ng Clinical practic um , by a n alyzl ng a nd c o nc eptu alizing the fa c ulty
'
s behavior s o ninte r action
betw e e n nursl ng Student a ndpatie nt･ T he study used Methodolog yfo r De velopl ng Nu sing Edu c ational
Co n cepts (MeDNEC).
As the re s ult; 511c ode s w e r e e xtr a cted asfa culty
'
s behavio r-go al attain m e nt of n u r sl ng Clinic al
practic um .
T he s e c ode s w e r egr o uped into 81subcatego rie s, subs equ e ntly into 25c atego rie s, and fin ally into
7 co r e c atego rie s･ They w e r eco ncepts explaining faculty
'
s behavior : 1) Te a ching a nd evalu atio n
ba s ed o n u nde rsta nding holistic en viron me nts of pr a ctic um for goal attain m e nt of pra cticu m. 2)
Nu r sing pr a ctic e to a s su are qu ality of n u r sing for patient nur sing stude nt takes c are . 3) C ha nging
s c ope a nd te a ching m ethod for attain m e nt of fa c ulty
'
s role. 4)Sup po rt to nursing stude nt to ke ep
le a r ning a ctivity fo r goal attain m e Ⅲt ofpr a ctic u m, 5) Reinfo r ce m e nt u r sing stude nt to u nde r sta nd
s ubsta ntial of nursing by using n u r sing phe n o m e na. 6) Co ntr ole n vir o n m e ntsfor sm o othing pr a ctic u m
going . 7) Unintended inte r a ctio n with n u rsing student w ho in s uffic ently acc epts te a ching.
T hese c on c epts sho w ed that fa c ulty
'
s te aching w a s s up po rted by understa nding a nd m elting to
fieldof pr a ctic u m a nd nur sl ng pra cticefor a s s u r a n c ehu m a皿 rights of patie nt. And it als o show ed
that the stude nt
'
s ta sk of de v elopm ent and spe ciality of nursl ng Clinic al pr a cticu m n e ed s up po rt
fo r stude nt to ke ep lear n l ng, and reinforc em e nt fo r student to under sta nd s ubstantial of nur sl ng
w a s r e aliz ed by m aking te aching m aterials thro ugh cho oslng n e c e s s a ry n u rSlng phe no m e n a a nd
r e c o n str u ctio n.
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